
Anne’s identity develops as she learns to accept her red hair, her imagination, and her past, 

while also forming meaningful connections with people like Marilla, Matthew, and Diana. 

Her sense of identity is strengthened through belonging to the Cuthberts and the Avonlea 

community, where she finally feels seen, loved, and valued. 

             Sequels： The story continues in Anne of Green Gables: The Sequel (1987) and Anne of Green 

Gables: The Continuing Story (2000), which follow Anne into her youth and early adulthood, depicting her 

continued emotional and relational development.  

   アメリカ人の WPM（Words Per Minute） の実際の範囲 

       正確な目安（信頼性の高い調査・言語学資料に基づく） 

状況 WPM（語／分） 説明 

平均的なアメリカ人の日常会話 150〜180 WPM 自然な会話スピード（ネイティブ同士） 

話し好き・早口な人（talkative / 

extroverted） 
200〜250 WPM 

興奮・議論・おしゃべりモード。テレビ司会者・

政治家なども 

ニュース・プレゼン・TED スピーチな

ど 
130〜160 WPM 聞き取りやすさ優先。構成・間・呼吸を重視 

オーディオブック 
150〜160 WPM（編

集後） 

一定のテンポに調整されたプロのナレーショ

ン 

「200〜250」は 「非常に話し好きで早口な人（extremely talkative）」 の場合です。あなたが以前、「talkative

なアメリカ人の場合」 と限定して聞かれたため、最大値として 200～250WPM をご紹介しました。 

   結論：どちらも正しいが、対象が違う 

あなたが覚えていた値 文脈 正確 

200～250 WPM とてもおしゃべりなアメリカ人のケース    正しい（上限） 

150～180 WPM アメリカ人の一般的な自然な会話    正しい（中央値） 

    プラス補足：英語学習者の理想的な WPM は？ 

• 発音・構文が整っていて聞きやすいのは 110〜140 WPM 

• ネイティブに近づくなら：150〜160 WPM 以上を目指すと◎ 

イギリス人（ネイティブ英語話者） 

話し方のタイプ 
WPM（語数／

分） 
特徴 

平均的な日常会話 
140〜170 

WPM 

アメリカよりやや抑えめ。丁寧で間を取る傾

向 



話し方のタイプ 
WPM（語数／

分） 
特徴 

話し好き・早口な人（talkative） 
180〜220 

WPM 

特にロンドン・マンチェスターなど都市圏の

若者に多い 

BBC の RP 英語（いわゆるクイーンズイング

リッシュ） 

120〜150 

WPM 

発音明瞭、抑揚少なめ、間を重視。聞きやす

さ重視 

プレゼン／公式スピーチ 
130〜160 

WPM 

国会演説やラジオ講座などもこの範囲が多

い 

  ※ イギリス英語は地方ごとの差が大きい（スコットランド・コックニーなどは極端に速くなることも） 

日本人（英語を話す場合） 

話し方のタイプ 
WPM（語数／

分） 
特徴 

平均的な英語学習者（中級

者） 

80〜110 

WPM 
発音や文法を意識するため、慎重でやや遅め 

上級者・スムーズに話せる人 
110〜140 

WPM 
ある程度流暢さあり。ただし間のとり方が丁寧で滑らかに 

話し好き・慣れた人（通訳者／

講師など） 

150〜170 

WPM 

ネイティブに近いテンポも可能。ただし単語の選び方やリズ

ムが異なることが多い 

  TOEIC 900 点以上の人でも、WPM は 120～140 程度が一般的（文法確認が入るため） 

       各国の平均WPM まとめ（カジュアルな日常会話ベース） 

国・タイプ 平均WPM（カジュアル会話） 上限値（早口な人） 

🇺🇸 アメリカ 150〜180 200〜250 

🇬🇧 イギリス 140〜170 180〜220 

🇯🇵 日本人（英語） 80〜110 140〜170（上級者） 

    参考：WPM と理解度の関係（リスニング学習にも有用） 

• 100〜120 WPM：学習者に最も聞き取りやすい範囲 

• 140〜160 WPM：ネイティブ同士の自然な会話 

• 180 WPM 以上：内容の理解には高度な処理能力が必要 

ネイティブが早口でもスムーズに話せるのは、**「考えながら話している」のではなく、「反射的に話してい

る」**からです。 

    ①「単語」ではなく「音のかたまり（チャンク）」で処理している 



非ネイティブ ネイティブ 

one word at a time（単語ごとに処理） whole phrases（まとまりで処理） 

    ② 音の連結（リエゾン）や省略（省エル）に慣れている 

ネイティブは発音をこう変えます： 

正確な文 実際の音声 

What do you want to do? Whaddaya wanna do? 

Did you eat yet? D’you eat yet? 

Going to Gonna 

Want to Wanna 

      ③ 小さい頃から“聞いて覚える”ことで脳に染み込んでいる 

• 日本語学習者が「いただきます」や「よろしくお願いします」を考えずに言えるように 

• ネイティブも「Hi, how’s it going?」や「That makes sense.」を無意識レベルで話せる 

  つまり、脳内に「即答用の言語データベース」ができている 

   ④ 話すことに対する「不安」や「確認作業」がない 

• 非ネイティブは文法や発音を頭でチェックしながら話す 

• ネイティブはチェックせずアウトプットを自動化している 

→ その結果、迷いや間が少なく、滑らかに速く話せる 

   ⑤ 文化的に「間を怖れない」「思ったことを即座に言う」傾向 

• アメリカ人：テンポのよい返答＝頭の回転が速い証拠とされる文化 

• イギリス人：会話にリズムと皮肉が含まれるため、スムーズさ重視 

• 日本人：「考えてから話す」文化が根強いため、丁寧だが間が空きやすい 

       まとめ：なぜネイティブは速く話せるのか？ 

理由 説明 

    無意識化 フレーズ単位で反射的に話す 

    音の最適化 連結・省略でスムーズに発話 

                 経験量 幼少期からの大量の聞き取りと反復練習 

       心理的余裕 「間違えたらどうしよう」がない 

   文化的背景 速さや即答が評価される文化傾向 


